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川 予期せず入院となった児の入院リスクファ

クターの検討
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分娩から出生は予測できない事態が起こるこ

とは少なくない.児に関しても,出生時に問題は

なかったものの,その後に治療や観察が必要とな

り入院する例がある,このような児の特徴を後方

視的に検討 した.その結果,分娩誘発の有無,

Apgarスコア 五分値,分娩時の繋常,蘇生の必要

性が入院のリスクと関連していた.これらは予防

困難または不可避であるため,これらのリスクを

有する児は注意深い経過観察が必要である.

11 先天性門脈欠損症を合併 した9番染色体短

腕部分欠損の 1例

藤井小弥太 凋三司 圭介 ･久保 暢大

仁藤 美子 ･冊中 雅人 ･稔井 淳

星名 潤 ,療頑 なか ･吉田 宏

伊藤 宋志**･大滝 雅博*

鶴岡市立荘肉病院小児科

岡 小児外科*

埼玉医科大学総合医療センター

新生児科**

症例は在胎 34遇0日に1936gで出生した女児.

胎児診断で膳帯ヘルニアと診断され,前医にて日

齢 12で根治術を行った.冒齢 45で当院に転院.

染色体検査にて 9番染色体短腕が部分欠損 して

いた.日齢 223で関ろう造設し経腸栄養を開始し

たところ肝機能障害と高アンモニア血症を墨 し

た.造影 CTにて門脈欠損を認めた.先天性門脈

欠損は腸管からの血流が門脈 ･肝を経由せずに

大循環に短絡する様な疾患である.

12 当院 10年間の一過性骨髄異常増殖症 (Tl:ul)

についての検討
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2002年 4月から2012年 4月までの 10年間で

当院 NICUに入院 した 21trisomy54例のうち,

TAM と診断 された症例は 13例で,5例に少量

AraC療法を施行し,早期死亡は1例 (8%)であ

った 生後早期に匁aC療法を施行することで予

後の改善が期待される,東症例では,出生時より

貧血,フィブリノゲン低値を墨 しており,血小板

減少は認めなかった.重症 TAM では,胎児期よ

り蛋白合成障害をきたしていることが推測 され

た.

13 新生児マス ･スクリーニングにおける乾燥

血液演紙サンプルの取り扱いについて
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新生児マス ･スクリーニングでは,乾燥血液溌

紙 という特殊な検体を使用する.そのため,辛

技 ･管理 ･迅速性等,-般の検体検査以上に十分

な検査前の精度管理が必要である.今回,滴紙の

汚染によると考えられる17-OHP高値精査対象

症例を経験 した.偽陽性例や偽陰性例を減らすた

めにも精度管理は重要な問題であり,検体管理を

含めた検査前の精度管理について再確認する必

要がある.


